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 質 問 者  木 村 征 郎   
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 大震災から４年の歳月が経過し、被災者の多くが

迷いながらもそれぞれの進路を決断しました。人口

の厳しい現実を受け止めながらも住みよい活気のあ

る地域づくりを目指したいものです。小さくも魅力

ある町を目指して次の点を伺います。 

(１) 戸建の災害公営住宅の払い下げ希望者と、払

い下げ価格は決まりましたか。  

(２) 高台造成地と災害公営住宅の空きへの対応策

は。 

(３) 復興途上の今だからこそ若者専用住宅等、目

に見える若者優先策が必要と考えますが。  

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 本町は、国のまち中再生計画第一号の認定を受け

て、町中心部の賑わい形成に取り組んでいます。町

のシンボルである、ウミネコが羽ばたくような駅舎

と、温泉施設ゆぽっぽは将に壮観であり、町の表玄

関が形成されつつあります。その状況下で次の点を

伺います。 

(１) プロムナード入店者と自立再建者は決まりま

したか。 

１ 復興状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 駅前中心部について 
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(２) 駅舎とゆぽっぽがオープンし賑わっている

が、利用者の声を聞きながら改善する点があれ

ば伺います。 

(３) 事業の動脈となるべく、各金融機関はプロム

ナード完成と同じ頃に事業開始となりますか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

  地域の未来を担う子どもたちは、地域全体の宝

である。  

 町づくりの核として小、中学校を位置づける理念

には大いに共感しながら次の点を伺います。 

(１)  小、中一貫校の必要性等について、町民の

理解が進んでいるとは思えませんが、既存の

６、３制と比べてどのような利点があるのか伺

います。 

(２) 学校建設には多額の事業費が予測されます

が、町の負担額は決まりましたか。 

(３) 昨年度は不登校の子どもたちが多かったが、

今年度の状況は。 

（質問の相手：町長・教育長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 小、中学校について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


